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十
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度

　
最
近
、
全
国
各
地
で
起
こ
る
自
然
災
害
を
見
る
に
つ
け
、
地
域
で
の
自
治
会

や
自
主
防
災
会
の
果
た
す
役
割
り
は
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。地

域
住
民
の
方
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
災
害
時

に
は
お
互
い
を
支
え
合
え
る
よ
う
、
防
災
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。自
治
連
だ
よ
り
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
各
地
区
の
活
動
を
よ
り
多
く

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。又
、
執
筆
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
広
報
委
員
長
　
村
上
）

編 集 後 記

　
鳥
取
市
自
治
連
合
会
は
、
平
成
二
十
八
年

五
月
十
三
日
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
百

三
十
五
名
の
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
定
期

総
会
及
び
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、「
人
口
減
少
時
代
の
地
域

づ
く
り
」
〜
地
域
力
を
育
て
る
〜
の
テ
ー
マ

で
、
鳥
取
県
副
知
事
　
林
　
昭
男
氏
を
お
迎

え
し
、「
三
十
分
圏
内
で
海
や
山
に
行
け
る

鳥
取
の
魅
力
を
活
か
し
、
都
会
地
に
は
な
い

愛
着
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
渡
邊
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
後
、
永
年
に
わ
た
り
町
内
会
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
地
区
会
長
や
町
内
会
長
等
を
務

め
て
退
任
さ
れ
た
六
十
三
名
の
方
々
に
対
し
、

市
長
及
び
鳥
取
市
自
治
連
合
会
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
深
澤
市
長
及
び
山
田
総
務
企
画

委
員
長
か

ら
祝
辞
を

い
た
だ
い

た
後
、
被

表
彰
者
を

代
表
し
て

用
瀬
地
区

前
会
長
の

谷
村
萬
吉

氏
か
ら
謝

辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し

た
。
市
政

概
要
で
は
、

企
画
推
進
部
久
野
局
長
か
ら
「
鳥
取
市
創
生

総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
長
団
に
安
木
美
保
地
区
会
長
と

須
崎
面
影
地
区
会
長
を
選
出
し
、
議
案
の
審

議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

 

・
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
、
監
査
報
告

 

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）

 

・
役
員
の
承
認

　
四
月
二
十
九
日
地
区
敬
老
会
、強
面
の
社

会
福
祉
会
長
が
寝
な
い
で
考
え
た
挨
拶
で
出

席
者
の
笑
い
を
取
っ
て
始
ま
っ
た
。「
す
ご

い
！
」イ
ヤ
イ
ヤ
役
を
受
け
た
と
話
し
て
い

た
区
長
さ
ん
達
の
動
き
が
素
晴
ら
し
い
。

　
や
り
手
の
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
演
出
の（
水

戸
黄
門
）は
大
爆
笑
。こ
の
地
区
の
年
配
者
は

何
故
か
、「
高
校
三
年
生
」の
歌
が
大
好
き
。颯

爽
と
学
生
服
と
セ
ー
ラ
ー
服
に
身
を
包
み
全

員
で
大
合
唱
、若
い
な
あ
。

　
裏
方
に
目
を
や
れ
ば
、招
待
者
の
何
倍
も

の
人
達
が
様
々
な
役
を
果
た
し
て
い
る
。そ

の
懸
命
さ
に
感
動
と
感
謝
。「
東
郷
は
す
ご
い
」

　
こ
ど
も
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
は
抜
群
、地
区
内
外
の
参
加
者

を
集
め
、休
耕
田
を
活
用
し
た
催
し
で
、半
端

な
く
泥
だ
ら

け
に
し
て
し

ま
う
。泥
お

こ
し
で
地
域

起
こ
し
す
る

ん
だ
か
ら
た

い
し
た
も
ん

だ
。

　
東
郷
保
育

園
と
公
民
館

は
一
枚
の
戸

で
仕
切
ら
れ

て
い
る
だ
け
。

挨
拶
に
来
ら
れ
た
市
長
さ
ん
を
、園
児
が

ソ
ー
ッ
と
見
に
来
て
る
の
を
見
て
、市
長
さ

ん
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
。

　
敬
老
会
、夏
ま
つ
り
等
で
大
活
躍
の
手
踊

り
隊
は
よ
く
練
習
し
て
い
る
の
で
ま
さ
に
お

見
事
。婦
人
方
で
組
織
す
る
食
品
加
工
の「
オ

ア
シ
ス
東
郷
」の
お
弁
当
類
は
、ア
ッ
と
い
う

間
に
完
売
。「
自
分
は
会
長
だ
か
ら
」と
言
っ

て
も
無
理
、残
念
…
。

　
背
広
よ
り
作
業
服
の
似
合
う
校
長
先
生
と

包
容
力
の
あ
る
園
長
が
お
ら
れ
る
。そ
れ
ぞ

れ
の
卒
業
・
卒
園
式
は
、送
ら
れ
る
子
供
達

が
言
葉
に
詰
ま
り
、立
往
生
、想
い
想
わ
れ
た

時
間
を
嚙
み
締
め
る
。

　
民
生
委
員
の
人
達
は
、「
地
域
め
ぐ
り
」「
ホ

タ
ル
観
賞
」等
、地
区
の
良
さ
を
積
極
的
に
伝

え
、「
み
ん
な
の
東
郷
」を
目
指
す
。

　
防
災
、交
通
の
担
当
者
も
一
度
役
を
引
き

受
け
る
と
、そ
の
地
域
に
対
す
る
貢
献
に
は

目
を
見
張
る
。

　
自
治
連
で
一
番
小
規
模
な
東
郷
地
区
だ
が
、

新
米
区
長
会
長
は「
す
ご
い
、感
動
し
た
。有

難
い
」と
言
っ
て
お
れ
ば
職
務
が
務
ま
る
気

が
す
る
。皆
さ
ん
一
度
東
郷
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
？

平
成
二
十
七
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

　
二
月
十
日
、
広
島
県
福
山
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
各
県
連
の
代
表
者
（
総
勢
百

三
名
）
が
集
い
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会

か
ら
は
十
名
が
参
加
し
た
。中
四
国
各
県

連
代
表
六
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
「
高
齢
社

会
を
迎
え
て
の
自
治
会
の
役
割
」
を
テ
ー

マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

取
組
み
を
紹
介
し
た
。

◇
と
っ
と
り
元
気
フ
ェ
ス
二
〇
一
六

　（
三
月
二
十
七
日
、米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

 

・
鳥
取
県
主
催
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
後

援
。鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
、
五
十

六
名
が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活

動
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
拝
聴
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

　（
四
月
二
十
六
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
七
年
度
監
査
会

　（
五
月
十
九
日
、
倉
吉
市
）

◇
平
成
二
十
八
年
度
総
会
及
び
研
修
会

　（
五
月
二
十
七
日
、
鳥
取
市
福
祉
文
化
会
館
）

◎
総
　
会

 

・
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告

 

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
決
算
（
案
）　

 

・
役
員
選
出

　
会
　
長
　
渡
邊
　
勘
治
郎
　（
鳥
取
市
）

　
副
会
長
　
松
本
　
　
眞
　
　（
米
子
市
）

　
副
会
長
　
笠
見
　
　
猛
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
南
部
　
　
敏
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
竹
森
　
貞
美
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
村
上
　
誘
子
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
大
西
　
隆
秀
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
下
澤
　
理
如
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
杵
築
　
俊
朗
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
北
村
　
軍
二
郎
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
木
村
　
吉
春
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
妹
尾
　
多
紀
一
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
福
井
　
章
人
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
斎
木
　
英
宏
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
廣
谷
　
啓
一
　
　（
倉
吉
市
）

　
監
　
事
　
岡
田
　
一
壽
　
　（
鳥
取
市
）

　
監
　
事
　
土
橋
　
周
美
　
　（
鳥
取
市
）

　
　
以
上
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
研
修
会

・
テ
ー
マ
「
鳥
取
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
取

　
　
　  

組
み
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
鳥
取
市
福
祉
保
健
部
地
域

　
　
　
　
包
括
ケ
ア
推
進
課
　
地
域
支
援
係

　
　
　
　
　
係
　
長
　
　
谷
　
口
　
賢
　
司

　
　

会

　長

　中
嶋
大
地

　東
郷
よ
い
と
こ

　
　一
度
は
お
い
で

東
郷
地
区

渡

　邊

　勘
治
郎

南

　部

　
　
　敏

竹

　森

　貞

　美

村

　上

　誘

　子

大

　西

　隆

　秀

下

　澤

　理

　如

岡

　田

　一

　壽

土

　橋

　周

　美

田

　中

　雅

　勝

会

　長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

監

　事

監

　事

監

　事

新　役　員

定期総会　講演会定期総会　講演会

定期総会定期総会

　
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
鳥
取
市
自
治
連
合
会
の
諸
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
創
生
が
発
せ
ら
れ
て
足
掛
け
三
年
、
本
市
に
お
い
て
も
、
雇
用
促
進

の
一
翼
を
担
う
誘
致
企
業
の
新
社
屋
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
、
子
育
て
支
援
や

観
光
振
興
、
移
住
促
進
等
の
発
展
的
施
策
に
も
い
ち
早
く
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
が
示
し
た
中
山
間
地
域
の
創
生
策
は
専
業
化
や
規
模
拡
大
が
主
流

で
、
地
域
に
根
付
き
伝
来
の
土
地
を
守
り
た
い
と
言
う
兼
業
農
家
等
の
思
い
と
は

異
な
り
、
空
洞
化
が
進
む
市
街
地
に
お
い
て
も
、
郊
外
型
店
舗
に
賑
わ
い
を
奪
わ

れ
な
が
ら
も
、
伝
来
の
地
を
大
切
に
思
う
心
は
同
様
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
各
地
区
で
は
、
子
ど
も
や
若
者
世
代
を
巻
き
込
ん
だ
様
々
な
行

事
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
各
種
団
体
の
行
事
も
含
め
て
、
よ
り

多
く
地
区
民
が
参
加
で
き
る
形
に
変
え
て
行
け
ば
、
地
区
に
活
気
と
絆
の
輪
が
大

き
く
広
が
り
、
地
区
で
で
き
る
地
域
創
生
に
な
る
と
も
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
等
の
役
員
に
な
り
た
く
な
い
、
会
費
の
負
担
が
大
変
、
加
入
の
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
等
で
自
治
会
離
れ
が
進
む
昨
今
、
未
加
入
層
や
将
来
を
担
う
若
者

層
の
意
見
も
大
切
に
し
、
参
加
し
や
す
い
、
参
加
し
た
く
な
る
様
な
自
治
会
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
と
思
い
ま
す
。本
市
自
治
連
も
、
地
域
発
展
の
た
め
に

寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
再
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
郷
地
区
区
長
会

ご  

挨  

拶

ご  

挨  

拶

凧をあげるための竹ひごづくり凧をあげるための竹ひごづくり

竹筒ご飯づくり竹筒ご飯づくり

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き
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大
和
地
区
は
、
鳥
取
道
を
南
に
下
る
時
、

「
こ
こ
は
鳥
取
市
玉
津
で
す
」
と
標
識
が
あ

る
一
帯
七
集
落
二
五
〇
戸
余
り
か
ら
な
る
地

域
で
す
。

　
大
和
と
言
え
ば
、
横
枕
の
傘
踊
り
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
赤
子
田
に
は
麒
麟
獅
子
舞

が
あ
り
ま
す
。

　
大
和
の
歴
史
は
古
く
、
鳥
取
道
建
設
に
伴

っ
た
発
掘
調
査
で
古
墳
か
ら
甲
冑
や
刀
剣
、

馬
具
、
鏡
、
装
飾
品
の
玉
類
等
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
し
、
横
枕
集
落
内
の
民
家
の
庭
に

は
古
墳
の
横
穴
式
石
室
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
九
二
七
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
延
喜

式
神
名
帳
に
倭
文
地
内
に
所
在
す
る
倭
文
神

社
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代

に
は
、
鳥
取
城
主
武
田
高
信
の
居
城
で
あ
っ

た
鵯
尾
城
跡
が
玉
津
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
文
化
財
の
保
存
活
用
を
通
し

て
、
誇
れ
る
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
が
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て

二
年
前
に
完
成
し
た
多
目
的
広
場
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
で
す
。

　
自
治
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
連
携

し
合
い
な
が
ら
、
ま
た
、
一
緒
に
な
り
な
が

ら
大
和
地
区
全
体
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
施

策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
富
桑
地
区
は
、
千
代
川
右
岸
の
八
千
代
橋

と
千
代
橋
間
、
南
北
約
二
㎞
、
東
西
約
五
百

ｍ
の
間
の
中
に
位
置
し
、
二
十
一
町
内
会
、

約
千
二
百
世
帯
、
旧
市
街
地
に
あ
り
ま
す
。

　
富
桑
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
一
九
九
六

年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
「
富
桑
地
区
人
権
宣

言
」
の
趣
意
に
基
づ
き
、
〜
交
流
・
共
感
・

共
生
〜
の
社
会
実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
の
身

近
な
課
題
解
決
に
向
け
て
全
住
民
が
結
束
す

る
基
本
方
針
の
も
と
、（
一
）
健
康
で
ぬ
く

も
り
の
あ
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
　（
二
）

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
　

（
三
）
人
権
を
尊
重
し
、
弱
い
立
場
の
人
を

大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
　（
四
）
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
自
治
会
を

は
じ
め
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
、
企
画
委

員
会
で
事
業
計
画
し
、「
総
務
部
」「
健
康
部
」 

「
福
祉
部
」「
安
全
部
」 

の
四
部
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
六
月
に
地

域
・
団
体
対
抗
の
第
二
十
回
富
桑
地
区
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
七
月
に
伝
統
の
富
桑

小
学
校
の
校
内
相
撲
大
会
を
支
援
し
て
い
ま

す
。八
月
に
富
桑
地
区
一
斉
防
災
訓
練
を
九

月
に
小
学
校
と
地
域
と
合
同
の
第
三
十
九
回

富
桑
地
区
大
運
動
会
、
十
月
に
第
十
二
回
富

桑
地
区
大
文
化
祭
を
開
催
し
、
主
に
一
日
目

は
人
権
講
演
会
、
公
民
館
教
室
発
表
会
、
二

日
目
は
テ
ン
ト
村
の
バ
ザ
ー
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
で
交
流
を
深
め
、
毎
回
延
べ
二
千
人

近
く
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。一
月
に
各
種
団

体
合
同
で
新
春
懇
話
会
の
実
施
、
三
月
に
各

種
団
体
の
活
動
を
一
冊
に
ま
と
め
た
「
富
桑

ま
ち
づ
く
り
だ
よ
り
」
カ
ラ
ー
二
十
ペ
ー
ジ

の
広
報
誌
を
三
年
前
か
ら
発
行
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
年
間
通
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
制
度
の
推
進
活
動
、
昨
年
で
き
た
富

桑
音
頭
の
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。自
治
会

の
協
力
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
現
在
二
十
名
）

を
全
町
内
配
置
を
め
ざ
し
、
い
ざ
災
害
時
に

は
校
区
組
織
と
し
て
活
動
出
来
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
子
ど
も
見
守
り
隊

の
支
援
、
佐
治
河
本
集
落
と
の
交
流
な
ど
の

活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
富
桑
校
区
は
高
齢
化
が
進
み
空
き

家
も
増
え
て
い
く
中
、
新
し
い
家
も
建
つ
な

ど
地
域
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
密

に
し
て
、「
富
桑
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
富

桑
に
住
ん
で
み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
佐
治
地
区
は
東
西
に
佐
治
川
と
国
道
四
八

二
号
線
が
平
行
し
て
走
り
、
国
道
を
挟
ん
で

南
北
に
二
十
七
の
自
治
会
（
集
落
）
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
東
は
用
瀬
町
、
西
は
岡
山
県

鏡
野
町
に
接
し
、
昔
か
ら
「
佐
治
谷
七
里
」

と
言
わ
れ
細
長
い
谷
あ
い
の
中
山
間
地
で
す
。

　
佐
治
町
で
は
平
成
六
年
頃
か
ら
語
尾
に

「
し
」
が
つ
く
地
域
の
特
産
品
等
の
資
源
で

あ
る
梨
（
し
）
、
因
州
手
す
き
和
紙
（
し
）
、

佐
治
谷
話
（
し
）
、
佐
治
川
石
（
し
）
、
さ

じ
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
の
星
（
し
）
の
五
つ
の

地
域
資
（
し
）
源
を
活
用
し
た
個
性
的
な
地

域
づ
く
り
に
取
組
み
、
平
成
二
十
年
か
ら
は

「
五
し
の
里
さ
じ
地
域
協
議
会
」
を
組
織
し

て
、
資
（
し
）
源
を
有
機
的
に
結
び
付
け
た

取
組
み
を
更
に
積
極
的
に
進
め
、
田
舎
暮
ら

し
を
テ
ー
マ
と
し
た
滞
在
型
観
光
で
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も

市
街
地
の
小
学
校
二
十
五
校
千
二
百
人
の
児

童
が
民
泊
や
町
内
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
民
泊
の
日
に
は

早
朝
か
ら
元
気
な
子
ど
も
達
の
声
が
地
域
に

響
き
、
私
た
ち
大
人
も
元
気
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
次
年
度
以
降
は
近
畿
圏
か
ら
の
教

育
旅
行
の
受
け
入
れ
も
始
ま
り
ま
す
。
し
ば

ら
く
賑
や
か
な
子
ど
も
達
の
声
が
絶
え
そ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
「
鳥
取
市

五
し
の
里
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
の
認
定
を
受
け

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
「
佐
治
の
ど

ぶ
ろ
く
」
の
本
格
販
売
が
秋
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
特
区
認
定
は
県
内
で
二
例
目
に
な
り
ま

す
。
全
国
か
ら
募
集
し
た
ど
ぶ
ろ
く
の
名
称

は
「
ど
ん
で
ん
返
し
」
に
決
ま
り
、
今
年
の

「
た
ん
ぽ
り
荘
春
祭
り
」
で
初
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
試
飲
会
で
は
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
美
味

し
い
と
好
評
を
博
し
、
今
後
は
市
内
の
居
酒

屋
等
で
試
飲
会
を
重
ね
、
秋
の
本
格
販
売
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ

っ
と
驚
く
よ
う
な
「
ど
ん
で
ん
返
し
」
で
地

域
が
活
気
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
何
所
も
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
「
元

気
づ
く
り
」
が
成
功
を
す
る
よ
う
私
た
ち
も

応
援
し
て
い
ま
す
。

　平成28年度自治連合会先進地研修視察は去る６月
16日、高知県高知市総合あんしんセンターにおいて高
知市町内会連合会と研修会を行いました。高知市町内
会連合会は、地区単位町内会をもとに29の連合会で構
成されており、高知市の町内活動を積極的に推進する
とともに活動の基盤となる組織の強化、活性化を図り
「快適で安全で安心な心ふれあう住みよい街づくり」を
目標に活発に展開されておられます。住民が自主的に
立ち上げた町内会連合会とのことで、県連合会組織は
ないものの高知市からの協力も得て地域の自治を持続
させるために「地域内連携協議会」の設立に努力されて
います。これは、鳥取市が取り組んでいる「まちづくり
協議会」に相当するもので、おおむね小学校単位（41地
区）を範囲とし、各種団体と行政による協働のまちづく
りを推進しているとのことでした。
　平成27年３月には「高知市自主防災組織連絡協議
会」が設立され、組織率89.7％、組織数743組織で地震
などの大規模災害時に備えて自主防災組織及び、関係
機関との相互連携を密にして地域の災害対応能力の向
上を図っているとのことです。ある自主防災会では小
学校、中学校の協力を得て「まなぼうさい」と称し炊き

出しや地震体験などを行うことにより、若い世代の防
災意識を向上させるとともに地域の人々との交流を深
めていく活動を行い、何度も同じ事を繰り返すことに
より避難行動を体で覚える、という事を大切にしてお
られました。
　お互い有意義な意見交換をし、又の再会を願いなが
ら高知市町内会連合会の皆様に見送られ高知市総合
あんしんセンターを後にしました。

（文責／副会長　村上　誘子）　　

平成28年度 先進地研修視察の概要
佐治のどぶろくで〝どんでん返し〟に期待佐治のどぶろくで〝どんでん返し〟に期待

横枕因幡の傘踊り横枕因幡の傘踊り
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大
和
地
区
は
、
鳥
取
道
を
南
に
下
る
時
、

「
こ
こ
は
鳥
取
市
玉
津
で
す
」
と
標
識
が
あ

る
一
帯
七
集
落
二
五
〇
戸
余
り
か
ら
な
る
地

域
で
す
。

　
大
和
と
言
え
ば
、
横
枕
の
傘
踊
り
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
赤
子
田
に
は
麒
麟
獅
子
舞

が
あ
り
ま
す
。

　
大
和
の
歴
史
は
古
く
、
鳥
取
道
建
設
に
伴

っ
た
発
掘
調
査
で
古
墳
か
ら
甲
冑
や
刀
剣
、

馬
具
、
鏡
、
装
飾
品
の
玉
類
等
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
し
、
横
枕
集
落
内
の
民
家
の
庭
に

は
古
墳
の
横
穴
式
石
室
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
九
二
七
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
延
喜

式
神
名
帳
に
倭
文
地
内
に
所
在
す
る
倭
文
神

社
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代

に
は
、
鳥
取
城
主
武
田
高
信
の
居
城
で
あ
っ

た
鵯
尾
城
跡
が
玉
津
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
文
化
財
の
保
存
活
用
を
通
し

て
、
誇
れ
る
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
が
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て

二
年
前
に
完
成
し
た
多
目
的
広
場
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
で
す
。

　
自
治
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
連
携

し
合
い
な
が
ら
、
ま
た
、
一
緒
に
な
り
な
が

ら
大
和
地
区
全
体
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
施

策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
富
桑
地
区
は
、
千
代
川
右
岸
の
八
千
代
橋

と
千
代
橋
間
、
南
北
約
二
㎞
、
東
西
約
五
百

ｍ
の
間
の
中
に
位
置
し
、
二
十
一
町
内
会
、

約
千
二
百
世
帯
、
旧
市
街
地
に
あ
り
ま
す
。

　
富
桑
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
一
九
九
六

年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
「
富
桑
地
区
人
権
宣

言
」
の
趣
意
に
基
づ
き
、
〜
交
流
・
共
感
・

共
生
〜
の
社
会
実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
の
身

近
な
課
題
解
決
に
向
け
て
全
住
民
が
結
束
す

る
基
本
方
針
の
も
と
、（
一
）
健
康
で
ぬ
く

も
り
の
あ
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
　（
二
）

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
　

（
三
）
人
権
を
尊
重
し
、
弱
い
立
場
の
人
を

大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
　（
四
）
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
自
治
会
を

は
じ
め
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
、
企
画
委

員
会
で
事
業
計
画
し
、「
総
務
部
」「
健
康
部
」 

「
福
祉
部
」「
安
全
部
」 

の
四
部
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
六
月
に
地

域
・
団
体
対
抗
の
第
二
十
回
富
桑
地
区
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
七
月
に
伝
統
の
富
桑

小
学
校
の
校
内
相
撲
大
会
を
支
援
し
て
い
ま

す
。八
月
に
富
桑
地
区
一
斉
防
災
訓
練
を
九

月
に
小
学
校
と
地
域
と
合
同
の
第
三
十
九
回

富
桑
地
区
大
運
動
会
、
十
月
に
第
十
二
回
富

桑
地
区
大
文
化
祭
を
開
催
し
、
主
に
一
日
目

は
人
権
講
演
会
、
公
民
館
教
室
発
表
会
、
二

日
目
は
テ
ン
ト
村
の
バ
ザ
ー
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
で
交
流
を
深
め
、
毎
回
延
べ
二
千
人

近
く
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。一
月
に
各
種
団

体
合
同
で
新
春
懇
話
会
の
実
施
、
三
月
に
各

種
団
体
の
活
動
を
一
冊
に
ま
と
め
た
「
富
桑

ま
ち
づ
く
り
だ
よ
り
」
カ
ラ
ー
二
十
ペ
ー
ジ

の
広
報
誌
を
三
年
前
か
ら
発
行
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
年
間
通
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
制
度
の
推
進
活
動
、
昨
年
で
き
た
富

桑
音
頭
の
普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。自
治
会

の
協
力
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
現
在
二
十
名
）

を
全
町
内
配
置
を
め
ざ
し
、
い
ざ
災
害
時
に

は
校
区
組
織
と
し
て
活
動
出
来
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
子
ど
も
見
守
り
隊

の
支
援
、
佐
治
河
本
集
落
と
の
交
流
な
ど
の

活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
富
桑
校
区
は
高
齢
化
が
進
み
空
き

家
も
増
え
て
い
く
中
、
新
し
い
家
も
建
つ
な

ど
地
域
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
密

に
し
て
、「
富
桑
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
富

桑
に
住
ん
で
み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
佐
治
地
区
は
東
西
に
佐
治
川
と
国
道
四
八

二
号
線
が
平
行
し
て
走
り
、
国
道
を
挟
ん
で

南
北
に
二
十
七
の
自
治
会
（
集
落
）
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
東
は
用
瀬
町
、
西
は
岡
山
県

鏡
野
町
に
接
し
、
昔
か
ら
「
佐
治
谷
七
里
」

と
言
わ
れ
細
長
い
谷
あ
い
の
中
山
間
地
で
す
。

　
佐
治
町
で
は
平
成
六
年
頃
か
ら
語
尾
に

「
し
」
が
つ
く
地
域
の
特
産
品
等
の
資
源
で

あ
る
梨
（
し
）
、
因
州
手
す
き
和
紙
（
し
）
、

佐
治
谷
話
（
し
）
、
佐
治
川
石
（
し
）
、
さ

じ
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
の
星
（
し
）
の
五
つ
の

地
域
資
（
し
）
源
を
活
用
し
た
個
性
的
な
地

域
づ
く
り
に
取
組
み
、
平
成
二
十
年
か
ら
は

「
五
し
の
里
さ
じ
地
域
協
議
会
」
を
組
織
し

て
、
資
（
し
）
源
を
有
機
的
に
結
び
付
け
た

取
組
み
を
更
に
積
極
的
に
進
め
、
田
舎
暮
ら

し
を
テ
ー
マ
と
し
た
滞
在
型
観
光
で
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も

市
街
地
の
小
学
校
二
十
五
校
千
二
百
人
の
児

童
が
民
泊
や
町
内
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
民
泊
の
日
に
は

早
朝
か
ら
元
気
な
子
ど
も
達
の
声
が
地
域
に

響
き
、
私
た
ち
大
人
も
元
気
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
次
年
度
以
降
は
近
畿
圏
か
ら
の
教

育
旅
行
の
受
け
入
れ
も
始
ま
り
ま
す
。
し
ば

ら
く
賑
や
か
な
子
ど
も
達
の
声
が
絶
え
そ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
「
鳥
取
市

五
し
の
里
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
の
認
定
を
受
け

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
「
佐
治
の
ど

ぶ
ろ
く
」
の
本
格
販
売
が
秋
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
特
区
認
定
は
県
内
で
二
例
目
に
な
り
ま

す
。
全
国
か
ら
募
集
し
た
ど
ぶ
ろ
く
の
名
称

は
「
ど
ん
で
ん
返
し
」
に
決
ま
り
、
今
年
の

「
た
ん
ぽ
り
荘
春
祭
り
」
で
初
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
試
飲
会
で
は
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
美
味

し
い
と
好
評
を
博
し
、
今
後
は
市
内
の
居
酒

屋
等
で
試
飲
会
を
重
ね
、
秋
の
本
格
販
売
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ

っ
と
驚
く
よ
う
な
「
ど
ん
で
ん
返
し
」
で
地

域
が
活
気
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
何
所
も
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
「
元

気
づ
く
り
」
が
成
功
を
す
る
よ
う
私
た
ち
も

応
援
し
て
い
ま
す
。

　平成28年度自治連合会先進地研修視察は去る６月
16日、高知県高知市総合あんしんセンターにおいて高
知市町内会連合会と研修会を行いました。高知市町内
会連合会は、地区単位町内会をもとに29の連合会で構
成されており、高知市の町内活動を積極的に推進する
とともに活動の基盤となる組織の強化、活性化を図り
「快適で安全で安心な心ふれあう住みよい街づくり」を
目標に活発に展開されておられます。住民が自主的に
立ち上げた町内会連合会とのことで、県連合会組織は
ないものの高知市からの協力も得て地域の自治を持続
させるために「地域内連携協議会」の設立に努力されて
います。これは、鳥取市が取り組んでいる「まちづくり
協議会」に相当するもので、おおむね小学校単位（41地
区）を範囲とし、各種団体と行政による協働のまちづく
りを推進しているとのことでした。
　平成27年３月には「高知市自主防災組織連絡協議
会」が設立され、組織率89.7％、組織数743組織で地震
などの大規模災害時に備えて自主防災組織及び、関係
機関との相互連携を密にして地域の災害対応能力の向
上を図っているとのことです。ある自主防災会では小
学校、中学校の協力を得て「まなぼうさい」と称し炊き

出しや地震体験などを行うことにより、若い世代の防
災意識を向上させるとともに地域の人々との交流を深
めていく活動を行い、何度も同じ事を繰り返すことに
より避難行動を体で覚える、という事を大切にしてお
られました。
　お互い有意義な意見交換をし、又の再会を願いなが
ら高知市町内会連合会の皆様に見送られ高知市総合
あんしんセンターを後にしました。

（文責／副会長　村上　誘子）　　

平成28年度 先進地研修視察の概要
佐治のどぶろくで〝どんでん返し〟に期待佐治のどぶろくで〝どんでん返し〟に期待

横枕因幡の傘踊り横枕因幡の傘踊り

　
　

　会

　長

　中
村
克
彦

オ
ー
ル
大
和

大
和
地
区

大
和
地
区
自
治
会

　
　

　会

　長

　西
川
照
夫

交
流
・
共
感
・
共
生

 

　

 

の
ま
ち  

ふ
そ
う

富
桑
地
区

富
桑
地
区
自
治
会

　
　

　会

　長

　上
田
喜
清

〝
元
気
な
佐
治
〞
を

　
　
　
　め
ざ
し
て
！

佐
治
地
区

佐
治
町
自
治
連
合
会 か

っ
ち
ゅ
う

よ
こ
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

き
ょ
じ
ょ
う

ひ
よ
ど
り
お
じ
ょ
う
せ
き

え
ん  

き

し
き
じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

富桑地区大文化祭富桑地区大文化祭

テント村交流バザーテント村交流バザー
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鳥
取
市
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連
合
会
事
務
局
／
鳥
取
市
福
祉
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／
〒
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目
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定
期
総
会

平
成
二
十
八
年
度

　
最
近
、
全
国
各
地
で
起
こ
る
自
然
災
害
を
見
る
に
つ
け
、
地
域
で
の
自
治
会

や
自
主
防
災
会
の
果
た
す
役
割
り
は
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。地

域
住
民
の
方
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
災
害
時

に
は
お
互
い
を
支
え
合
え
る
よ
う
、
防
災
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。自
治
連
だ
よ
り
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
各
地
区
の
活
動
を
よ
り
多
く

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。又
、
執
筆
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
広
報
委
員
長
　
村
上
）

編 集 後 記

　
鳥
取
市
自
治
連
合
会
は
、
平
成
二
十
八
年

五
月
十
三
日
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
百

三
十
五
名
の
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
定
期

総
会
及
び
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、「
人
口
減
少
時
代
の
地
域

づ
く
り
」
〜
地
域
力
を
育
て
る
〜
の
テ
ー
マ

で
、
鳥
取
県
副
知
事
　
林
　
昭
男
氏
を
お
迎

え
し
、「
三
十
分
圏
内
で
海
や
山
に
行
け
る

鳥
取
の
魅
力
を
活
か
し
、
都
会
地
に
は
な
い

愛
着
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
渡
邊
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
後
、
永
年
に
わ
た
り
町
内
会
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
地
区
会
長
や
町
内
会
長
等
を
務

め
て
退
任
さ
れ
た
六
十
三
名
の
方
々
に
対
し
、

市
長
及
び
鳥
取
市
自
治
連
合
会
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
深
澤
市
長
及
び
山
田
総
務
企
画

委
員
長
か

ら
祝
辞
を

い
た
だ
い

た
後
、
被

表
彰
者
を

代
表
し
て

用
瀬
地
区

前
会
長
の

谷
村
萬
吉

氏
か
ら
謝

辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し

た
。
市
政

概
要
で
は
、

企
画
推
進
部
久
野
局
長
か
ら
「
鳥
取
市
創
生

総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
長
団
に
安
木
美
保
地
区
会
長
と

須
崎
面
影
地
区
会
長
を
選
出
し
、
議
案
の
審

議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

 

・
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
、
監
査
報
告

 

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）

 

・
役
員
の
承
認

　
四
月
二
十
九
日
地
区
敬
老
会
、強
面
の
社

会
福
祉
会
長
が
寝
な
い
で
考
え
た
挨
拶
で
出

席
者
の
笑
い
を
取
っ
て
始
ま
っ
た
。「
す
ご

い
！
」イ
ヤ
イ
ヤ
役
を
受
け
た
と
話
し
て
い

た
区
長
さ
ん
達
の
動
き
が
素
晴
ら
し
い
。

　
や
り
手
の
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
演
出
の（
水

戸
黄
門
）は
大
爆
笑
。こ
の
地
区
の
年
配
者
は

何
故
か
、「
高
校
三
年
生
」の
歌
が
大
好
き
。颯

爽
と
学
生
服
と
セ
ー
ラ
ー
服
に
身
を
包
み
全

員
で
大
合
唱
、若
い
な
あ
。

　
裏
方
に
目
を
や
れ
ば
、招
待
者
の
何
倍
も

の
人
達
が
様
々
な
役
を
果
た
し
て
い
る
。そ

の
懸
命
さ
に
感
動
と
感
謝
。「
東
郷
は
す
ご
い
」

　
こ
ど
も
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
は
抜
群
、地
区
内
外
の
参
加
者

を
集
め
、休
耕
田
を
活
用
し
た
催
し
で
、半
端

な
く
泥
だ
ら

け
に
し
て
し

ま
う
。泥
お

こ
し
で
地
域

起
こ
し
す
る

ん
だ
か
ら
た

い
し
た
も
ん

だ
。

　
東
郷
保
育

園
と
公
民
館

は
一
枚
の
戸

で
仕
切
ら
れ

て
い
る
だ
け
。

挨
拶
に
来
ら
れ
た
市
長
さ
ん
を
、園
児
が

ソ
ー
ッ
と
見
に
来
て
る
の
を
見
て
、市
長
さ

ん
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
。

　
敬
老
会
、夏
ま
つ
り
等
で
大
活
躍
の
手
踊

り
隊
は
よ
く
練
習
し
て
い
る
の
で
ま
さ
に
お

見
事
。婦
人
方
で
組
織
す
る
食
品
加
工
の「
オ

ア
シ
ス
東
郷
」の
お
弁
当
類
は
、ア
ッ
と
い
う

間
に
完
売
。「
自
分
は
会
長
だ
か
ら
」と
言
っ

て
も
無
理
、残
念
…
。

　
背
広
よ
り
作
業
服
の
似
合
う
校
長
先
生
と

包
容
力
の
あ
る
園
長
が
お
ら
れ
る
。そ
れ
ぞ

れ
の
卒
業
・
卒
園
式
は
、送
ら
れ
る
子
供
達

が
言
葉
に
詰
ま
り
、立
往
生
、想
い
想
わ
れ
た

時
間
を
嚙
み
締
め
る
。

　
民
生
委
員
の
人
達
は
、「
地
域
め
ぐ
り
」「
ホ

タ
ル
観
賞
」等
、地
区
の
良
さ
を
積
極
的
に
伝

え
、「
み
ん
な
の
東
郷
」を
目
指
す
。

　
防
災
、交
通
の
担
当
者
も
一
度
役
を
引
き

受
け
る
と
、そ
の
地
域
に
対
す
る
貢
献
に
は

目
を
見
張
る
。

　
自
治
連
で
一
番
小
規
模
な
東
郷
地
区
だ
が
、

新
米
区
長
会
長
は「
す
ご
い
、感
動
し
た
。有

難
い
」と
言
っ
て
お
れ
ば
職
務
が
務
ま
る
気

が
す
る
。皆
さ
ん
一
度
東
郷
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
？

平
成
二
十
七
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

　
二
月
十
日
、
広
島
県
福
山
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
各
県
連
の
代
表
者
（
総
勢
百

三
名
）
が
集
い
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会

か
ら
は
十
名
が
参
加
し
た
。中
四
国
各
県

連
代
表
六
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
「
高
齢
社

会
を
迎
え
て
の
自
治
会
の
役
割
」
を
テ
ー

マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

取
組
み
を
紹
介
し
た
。

◇
と
っ
と
り
元
気
フ
ェ
ス
二
〇
一
六

　（
三
月
二
十
七
日
、米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

 

・
鳥
取
県
主
催
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
後

援
。鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
、
五
十

六
名
が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活

動
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
拝
聴
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

　（
四
月
二
十
六
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
七
年
度
監
査
会

　（
五
月
十
九
日
、
倉
吉
市
）

◇
平
成
二
十
八
年
度
総
会
及
び
研
修
会

　（
五
月
二
十
七
日
、
鳥
取
市
福
祉
文
化
会
館
）

◎
総
　
会

 

・
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告

 

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
決
算
（
案
）　

 

・
役
員
選
出

　
会
　
長
　
渡
邊
　
勘
治
郎
　（
鳥
取
市
）

　
副
会
長
　
松
本
　
　
眞
　
　（
米
子
市
）

　
副
会
長
　
笠
見
　
　
猛
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
南
部
　
　
敏
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
竹
森
　
貞
美
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
村
上
　
誘
子
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
大
西
　
隆
秀
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
下
澤
　
理
如
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
杵
築
　
俊
朗
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
北
村
　
軍
二
郎
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
木
村
　
吉
春
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
妹
尾
　
多
紀
一
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
福
井
　
章
人
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
斎
木
　
英
宏
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
廣
谷
　
啓
一
　
　（
倉
吉
市
）

　
監
　
事
　
岡
田
　
一
壽
　
　（
鳥
取
市
）

　
監
　
事
　
土
橋
　
周
美
　
　（
鳥
取
市
）

　
　
以
上
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
研
修
会

・
テ
ー
マ
「
鳥
取
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
取

　
　
　  

組
み
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
鳥
取
市
福
祉
保
健
部
地
域

　
　
　
　
包
括
ケ
ア
推
進
課
　
地
域
支
援
係

　
　
　
　
　
係
　
長
　
　
谷
　
口
　
賢
　
司

　
　

会

　長

　中
嶋
大
地

　東
郷
よ
い
と
こ

　
　一
度
は
お
い
で

東
郷
地
区

渡

　邊

　勘
治
郎

南

　部

　
　
　敏

竹

　森

　貞

　美

村

　上

　誘

　子

大

　西

　隆

　秀

下

　澤

　理

　如

岡

　田

　一

　壽

土

　橋

　周

　美

田

　中

　雅

　勝

会

　長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

監

　事

監

　事

監

　事

新　役　員

定期総会　講演会定期総会　講演会

定期総会定期総会

　
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
鳥
取
市
自
治
連
合
会
の
諸
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
創
生
が
発
せ
ら
れ
て
足
掛
け
三
年
、
本
市
に
お
い
て
も
、
雇
用
促
進

の
一
翼
を
担
う
誘
致
企
業
の
新
社
屋
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
、
子
育
て
支
援
や

観
光
振
興
、
移
住
促
進
等
の
発
展
的
施
策
に
も
い
ち
早
く
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
が
示
し
た
中
山
間
地
域
の
創
生
策
は
専
業
化
や
規
模
拡
大
が
主
流

で
、
地
域
に
根
付
き
伝
来
の
土
地
を
守
り
た
い
と
言
う
兼
業
農
家
等
の
思
い
と
は

異
な
り
、
空
洞
化
が
進
む
市
街
地
に
お
い
て
も
、
郊
外
型
店
舗
に
賑
わ
い
を
奪
わ

れ
な
が
ら
も
、
伝
来
の
地
を
大
切
に
思
う
心
は
同
様
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
各
地
区
で
は
、
子
ど
も
や
若
者
世
代
を
巻
き
込
ん
だ
様
々
な
行

事
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
各
種
団
体
の
行
事
も
含
め
て
、
よ
り

多
く
地
区
民
が
参
加
で
き
る
形
に
変
え
て
行
け
ば
、
地
区
に
活
気
と
絆
の
輪
が
大

き
く
広
が
り
、
地
区
で
で
き
る
地
域
創
生
に
な
る
と
も
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
等
の
役
員
に
な
り
た
く
な
い
、
会
費
の
負
担
が
大
変
、
加
入
の
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
等
で
自
治
会
離
れ
が
進
む
昨
今
、
未
加
入
層
や
将
来
を
担
う
若
者

層
の
意
見
も
大
切
に
し
、
参
加
し
や
す
い
、
参
加
し
た
く
な
る
様
な
自
治
会
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
と
思
い
ま
す
。本
市
自
治
連
も
、
地
域
発
展
の
た
め
に

寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
再
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
郷
地
区
区
長
会

ご  

挨  

拶

ご  

挨  

拶

凧をあげるための竹ひごづくり凧をあげるための竹ひごづくり

竹筒ご飯づくり竹筒ご飯づくり

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き


